
乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自害虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統と除草剤グリホサート耐性及びコウチュウ自害虫抵抗性トウモロ

コシMON88017系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品種(既に安全性審査を

経た旨の公表を行った品種本を除く。)に係る食品健康影響評価について

1.経緯

遺伝子細実えトウモロコシ「乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自

害虫抵抗性トウモロコシ MON89034系統と除草剤グリホサート耐性及び、コウチ

ュウ自害虫抵抗性トウモロコシ MON88017系統からなる組合せの全ての掛け合

わせ品種(既に安全性審査を経た旨の公表を行った品種*を除く。) Jについて

は平成23年6月8日付けで遺伝子元鍛え食品の安全控審査の特青があったことから、食

品安全基利宏(平成15年法律第48号)第24条第1項の規定に基づき、食品安全委員会

に食品健康彰欝有面を依頼するものである。

2. g.判面依頼長縄の概要

本品種は以下の表の遺伝刊目換えトウモロコシを伝槻怜前重の手法を用し 1て掛け合

わせたものである。

項目 概 要

乾燥耐性トウモロコシ チョウ自 虫抵抗性トウモロコ
除草剤グリホサート耐性及び

品種
MON87460系統 シMON89034系統

コウチュウ目害虫抵抗性トウ

モロコシMON88017系統

改変 α-;pB遺伝子の導 αァ1Al05遺伝子及び改変 改変のT3Bbl遺伝子の導入に
入によって改変 CSPB の必b2遺伝子の導入によって よって改変 Cry3Bblタンパク震
が発現し、乾燥ストレ C巧rIAI05タンパク質及び改変 が発現し、コウチュウ目害虫(コ

製品の概要
ス条件下における収量 Cry2Ab2タンパク質が発現し、 ーンノレートワーム等)に抵抗性を
の減少を抑制すること チョウ目 虫(ブオールアーミ 示す。また、改変 cp4句P唱rps遺
ができるとされてい ーワーム等)に抵抗性を示す。 伝子の導入によって改変 CP4

る。 EPSPSタンパク質が発現し、除

草剤グリホサート耐性を示す。

宿主 デント種のトウモロコシ(必'amのTsL.)

改変α-;pB遺伝子 のrlAl05遺伝子 改変cp4句P時rps遺伝子
(BaciDus subtil.is由来) (BaciDi山 thw古19iensissubsp. (A♂vbacteriW11αフ4株由

挿入遺伝子
k回協ki及びBaciDus 来)

(供与体)
thuriz伊~nsisvar.aizawai由来) 改変Bt(αy3Bbl)遺伝子
改変αy2Ab2遺伝子 ( BaciDus th山由♂enslS
(BaciA凶めuringiensissubsp. subsp. kumamotoensis由来)
kω3臼ki由来)

選抜マーカー
nptII遺伝子

(供与体)
(EscheIiめiamh'K-12 使用していない 使用していない

株由来)

新たに獲得さ
乾燥耐性 チョウ自害虫抵抗性

コウチュウ白書虫抵抗性

れた性質 除草剤グリホサート耐性
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参考 1

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自害虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統と除草剤グリホサート耐性及びコウチュウ自害虫抵抗性トウ

モロコシMON88017系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品種のうち、新た

に意見を求める品種

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自害虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統を掛け合わせた品種

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統と除草剤グリホサート耐性及びコウ

チュウロ害虫抵抗性トウモロコシMON88017系統を掛け合わせた品種

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自害虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統と除草剤グリホサート耐性及びコウチュウ自害虫抵抗性ト

ウモロコシMON88017系統を掛け合わせた品種



乾燥耐性トウモロ 3 シ MON87460系統とチョウ白書虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコシ NK603系統からなる組

合せの全ての掛け合わせ品種(既に安全性審査を経た旨の公表を行った品種*を除

く。)に係る食品健康影響評価について

1.経緯

遺伝子組換えトウモロコシ「乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自

害虫抵抗性トウモロコシ MON89034系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコ

シ NK603系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品種(既に安全性審査を経た

旨の公表を行った品種*を除く。)Jにつしては弔戎お年6月8日付けで遺伝子組換

え食品の安全性審査の申請があったことから、食品安全基本法(平成 15年法律第 48

号)第24条第1項の規定に基づき、食品安全委員会に食品憾表関罪判面を槻棄するもの

である。

2.含判面依頼長績の概要

本品種は以下の表の遺伝子組換えトウモロコシを伝統的な育種の手法を用いて掛け合

わせたものである。

項目 概 要

品種
乾燥耐性トウモロコシ チョウ呂害虫抵抗性トウモロコ 除草剤グリホサート耐性

MON87460系統 シMON89034系統 トウモロコシNK603系統

改変αpB遺伝子の導入に のrlAl05遺伝子及び改変 改変 cp4ξP再rps遺伝子の導
よって改変 CSPBが発現 αy2Ah2遺伝子の導入によって 入によって改変 CP4

し、乾燥ストレス条件下 CryIA105タンパク質及び改変 日PSPSタンパク質が発現
製品の概要 における収量の減少を抑 Cry2Ab2タンパク質が発現し、 し、除草剤グリホサート

制することができるとさ チョウ目 虫(ブオールアーミ に耐性を示す。

れている。 ーワーム等)に抵抗性を示す。

宿主 デント種のトウモロコシ (Zeamの匂L.)

改変αpB遺伝子 のrlAl05遺伝子 改変 cp4句psps遺伝子

(BaciDus sub凶注由来) (BaciDusth山ingiensissubsp. は♂vbac知山 CP4株由

挿入遺伝子
kurs凶'及びBaciDus 来)
th山台1{J1fmsisvar.aizawai由来)

(供与体)
改変αyμb2遺伝子
(BaciJliωめ山古1{J1(θ'I1SISsubsp. 

kほ3臼Aゴ由来)

選抜マーカー
nptII遺伝子

(供与体)
(Esche.r.iめiamh'K-12株 使用していない 使用していない

由来)

新たに獲得さ
乾燥耐'性 チョウ自害虫抵抗性 除草剤グリホサート耐性

れた性質

安全性審査を

経た旨の公表 2011年6月 13f3 2007 11月6日 2001 3月30日

(官報告示日)



参考 2

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自害虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコシ NK603系統からなる

組合せの全ての掛け合わせ品種のうち、新たに意見を求める品種

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自害虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統を掛け合わせた品種

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統と除草剤グリホサート耐性トウモロ

コシNK603系統を掛け合わせた品種

乾燥耐性トウモロコシ MON87460系統とチョウ自害虫抵抗性トウモロコシ

MON89034系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコシ NK603系統を掛

け合わせた品種



チョウ目害虫抵抗性及び、除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ 1507系統とコウチュウ

自害虫抵抗性トウモロコシMIR604系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコシNK603

系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品種(既に安全性審査を経た旨の公表を行った

品種*を除く。)に係る食品健康影響評価について

1.経緯

遺伝子細実えトウモロコシ「チョウ自害虫抵抗性及び、除草剤グ、ノレホシネート耐性トウモ

ロコシ 1507系統とコウチュウ自害虫抵抗性トウモロコシlVIIR604系統と除草剤グリホ

サート耐性トウモロコシ NK603系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品種(既に安

全性評価が終了した品種*を除く。)J につしては璃或23年6月7日付けで遺伝子細実え食

品の安全住審査の申請があったことから、食品安全基本法(平成15年法律第48号)第24条第

1項の規定に基づき、食品安全委員会に食品健康騨評価を倣貢ずるものである。

2.言判面依頼品種の概要

本品種は以下の表の遺イ日組換えトウモロコシを伝統的な育種の手法を用いて掛け合わせた

ものである。

項目 概 要

チョウ自害虫抵抗性及び除草
コウチュウ目害虫抵抗性ト 除草剤グリホサート耐性トウ

品種 斉Ijグルホシネート耐性トウモ

ロコシ1507系統
ウモロコシ乱lIR604系統 モロコシNK603系統

改変 αylF遺伝子の導入によ 改変 αァ&4遺伝子の導入に 改変 ψ4ψ'SpS遺伝子の導入

って改変Cry1Fタンパク質が よって改変 αγ3Aタンパク によって改変 CP4EPSPSタ
発現し、チョウ目害虫(フォ 質が発現し、コウチュウ自 ンパク質が発現し、除草剤グ

製品の概要
ーノレアーミーワーム等)に抵 害虫(ウエスタンコーンルー リホサートに耐性を示す。

抗性を示す。また、 pat遺伝 トワーム等)抵抗性を示す。

子の導入によってPATタンパ
ク質が発現し、除草剤グルホ

シネート耐性を示す。

宿 デント種のトウモロコシ(Zeam初 L)

改変のノlF遺伝子 改変のT，14遺伝子 改変同p4同pspS遺伝子

(Baci1liωthwingiensis (Baci1liω th山初'gzensis (A伊bac，知山CP4株由来)
挿入遺伝子 var. azZawaiPS811由来) subsp. tenθ'brionis由来)

(供与体) pat遺伝子

(Strepb.フmyas

四7.mαかむmogenes由来)
選抜マーカー

使用していない
pllJl・遺伝子

使用していない
(供与体) (Escheri池沼ωl1i由来)

新たに獲得さ チュウ自害虫抵抗性
コウチュウ白書虫抵抗性 除草剤グリホサート耐性

れた性質 除草剤グ、ルホシネート耐性

安全性審査を

経た旨の公表 2002年7月8日 2007年8月17日 2001年3月初日
(官報告示日)



参考 3

チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グリホシネート耐性トウモロコシ 1507系統と

コウチュウ白書虫抵抗性トウモロコシ MIR604系統と除草剤グリホサート耐性

トウモロコシNK603系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品種のうち、新た

に意見を求める品種

コウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシ MIR604系統と除草剤グリホサート

耐性トウモロコシNK603系統を掛け合わせた品種

チョウ自害虫抵抗性及び除草剤グリホシネート耐性トウモロコシ 1507系統

とコウチュウ自害虫抵抗性トウモロコシ MIR604系統と除草剤グリホサー

ト耐性トウモロコシNK603系統を掛け合わせた品種





GLU備No.4株を利用して生産されたL樹グルタミン酸ナトリウムに係る
食品健康影響評価について

1 .経緯

fGLU-No.4株を利用して生産された L幽グルタミン酸ナトリウム」につい

ては、平成 23年 6月8日付けで遺伝子組換え添加物の安全性審査の申請があ

ったことから、食品安全基本法(平成15年法律第48号)第24条第1項の規

定に基づき、食品安全委員会に食品健康影響評価を依頼するものである。

2.評価依頼添加物の概要

本申請品目は、平成21年に食品健康影響評価が終了した L-グルタミン酸ナ

トリウム生産菌 GLU-No.2株を基に、環境負荷と使用原料資源の削減を目的
にL-グルタミン酸生合成関与遺伝子及びプロモーターの増強並びに L-グルタ

ミン駿代謝酵素遺伝子の欠失を行し、作製した GLU-No.4株を利用して生産さ
れた L-グルタミン酸ナトリウムである。

なお、 GLU-No.4株は、抗生物質耐性マーカー遺伝子を有さない

3.利用目的及び禾Ij用方法

本申請品目は、調味料として広く使用され、従来の L輔グルタミン酸ナトリ

ウムと利用目的や利用方法に関して相違はない。

4.備考

申請者は、本申請品目については、

-食品添加物公定書規格を満たしていること

-既存の非有効成分の含有量の増加は認められず、かつ、有害性が示唆され

る新たな非有効成分を含有していないこと

から、「遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物のうち、アミノ駿等

の最終産物が高度に精製された非タンパク質性添加物の安全性評価の考え方j

の要件を満たしていると考えるとしている。




